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Q＆A 

病棟看護師はどこまで夜間・休日の電話に対応しなければならないか？ 

 

 

Q1．夜間や休日の時間帯に入院患者に発生した病態の変化や転倒等の事故について，すぐに患

者家族に電話で報告しなければならないかを悩んでいます。 

当院では，緊急に治療方針を決めなければいけないような時は，夜間や休日であってもす

ぐに病棟看護師が家族に電話連絡をしていますが，そうでないときは対応がまちまちで，す

ぐに電話連絡がなかったことで家族からお𠮟𠮟りを受けることもあります。統一的な対応にし

た方が良いと思うのですが，法律的に留意することなどあれば教えてください。 

 

Q2．退院した患者から「気になることがあるから」と入院中の病状を問い合わせつつ質問をす

る電話が夜間や休日にあると，担当医がいないために電話を回された病棟看護師が対応に追

われて，本来業務に支障が生じることがあります。このような電話にはどこまで対応しなけ

ればならないのでしょうか。 

 

 

Ａ1．「このような場合は直ちに報告しなければならない」といった法令の定めはありませんの

で，法律的に留意しなくてはならない点は特にありません。まずは，職員によって対応が異な

ることでトラブルが生じることを避けるため，医療機関内で対応方針を統一しておき，その方

針を入院時に患者や患者家族に案内しておくと良いでしょう。以下、具体的に説明します。 

 

（1）直ちに報告しなければならないとする法令の定めが無いこと 

診療契約は，一般的に，契約の性質に基づく分類上「準委任契約」であると考えられていま

す。準委任契約における報告義務については，民法第 645条が「受任者は，委任者の請求が

あるときは，いつでも委任事務の処理の状況を報告し，委任が終了した後は，遅滞なくその経

過及び結果を報告しなければならない」と定めているほかに，特に定めはありません。したが

って，「このような場合は直ちに報告しなければならない」といったことが法令上要請されて

いるわけではないことになります。 
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（2）対応方針の統一 

法的義務はないものの患者側との信頼関係を構築する観点から，医療機関内で実情に応じ

て統一的な対応方針を決定しておき，その方針に従って患者家族への連絡を行うことが望ま

しいと考えます。その際には，病態の変化であるか事故であるかにかかわらず，「インシデン

トの影響度分類」1）などを参考にして，患者にどの程度のレベルの変化が生じたかで連絡する

か否かの基準を設定するのが良いでしょう。 

 

（3）補足：よりスムーズな対応のために 

なお，患者家族から直ちに連絡をしなかったことについて苦情を言われないようにするた

めには，電話連絡をする時間帯について，入院のしおり等で「当院にて緊急性が高いと判断を

した場合を除いて，原則として，診療時間帯の○時から〇時にご連絡します」などと予め案内

しておくと良いでしょう。 

 

A2．電話に応対することが可能であればそうするに越したことはないですが，緊急性のない問

い合わせに対しては，担当医に確認の上で診療時間内に連絡をする旨を伝えて電話対応を中

止することも可能と考えます。 

（1）電話対応の中止が可能な理由（私見） 

Ａ1 で言及したとおり，民法第 645 条には「受任者は，委任者の請求があるときは，いつ

でも委任事務の処理の状況を報告し（略）なければならない。」と定めています。そして，診

療契約においては，患者が委任者に該当し，医療機関が受任者に該当します。このことからす

ると，医療機関としては，患者から請求があるときは，直ちに委任事務処理の状況の報告とし

て病状等の回答をしなければならないようにも思えます。 

しかしながら，私見としては，委任者の請求があるときは「いつでも」委任事務の処理の状

況を報告しなければならないとされているのは，「委任が終了した後に限らず委任事務がどの

ような段階であっても」という意味に過ぎず，報告の求めがあれば直ちに報告しなければなら

ないという意味ではないと考えます。 

したがって，緊急性のない問い合わせに対しては，電話対応を中止することも可能と考えま

す。医師が行うような医学的判断を看護師の判断で伝えることによるトラブルも散見されま

すので，応答するかどうかや応答する場合にどのようなことを伝えるのかについては慎重さ

も必要です。 
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（2）補足：よりスムーズな対応のために 

なお，Ａ１では，入院のしおり等で電話連絡をする時間帯を予め案内しておくことを提案し

ましたが，患者および患者家族からの電話について，緊急性のない場合の受付時間を予め案内

しておくことも考えられます。 
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